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三重県，四日市市における地下水位の観測結果

尾崎　次男
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Abstract

　　　Since　October1957，0bservation　of　groundwater　level　has　been　carried　out　in　the　shal－

10w　and　deep　wells　at　Yokkaichi　city。

　　　In　this　report，change　and　fluctuation　ofgroundwater　levels，which　has　been　observed　for

a　long　time，are　explained　in　some　hydrographs．As　a　result，10ng－termnuctuation　ofground．一

water　level　is　regarded　to　be　increase　or　decrease　ofamount　ofdischargedwater飾ompumping

wells，w込ich　are　exisiting　around　the　observation　wells。

要　　旨

　1．地質調査所では四日市市の市街地にある観測井，

すなわちA井（深度2．4m）・B井（同じく70m）および

C井（同じく132m）によって，1957年10，月以来地下水位

の観測を行ってきた．

　2．　上記の観測結果から，過去19年間にわたる上記3

井の水位とその変動状態が明らかとなった．

　3・上記の水位およびその変動状態は3井すなわち帯

水層の層準ごとに異なる．

　4．地下水位の上昇および低下と降水量の多寡との関

係について検討した結果，水位変動は降水量の多寡によ

る場合とよらない場合がある。

　5・観測井における降水量の多寡に対応しない水位の

変動は人為的なものであると思われる．

看．緒　　言

　地下水位の低下は地盤沈下や地下水塩水化の原因であ

るとされ，したがって地下水位の動向把握は環境や水資

源の保全の上から重要視されている．地質調査所では

1954年に浜松市において水位観測を開始して以来，各地

で経年観測を行っているが，現在ではその数77カ所に及

んでいる．

　四日市市における水位観測は1957年10月以来行われて

おり，その結果は地下水位の長期的な動向を代表すると

考えられるので，ここに，19年間の同観測結果を報告す

る．なお，同観測に御協力頂いた関係工場等の各位に深

　＊環境地質部

く御礼を申し上げる．

2．観測井の位灘と観測方法

　観測井は深度2。4m，同70m，同132mの3井で，便宜

上それぞれA井，B井，C井と呼ぶ．A井は，自由面地

下水の，B井，C井は層準の異なる各被圧地下水の水位

を観測している．なお，これらは東海硫安工業K・K四

日市工場（現三菱油化K・K四日市事業所）所有の工揚

休止井である．観測井の位置・観測期間などを第51表に

示した．また，観測井の位置の概要は第1図の通りであ

る（第1表・第1図）．水位測定は測定器による手観測で

あって，原則として毎月に5回（3日・9日・15日・21

目および27日）実施している．

3．水位の経年観測結果

　A井・B井およびC井における水位の経年観測結果を

それぞれ図示した（第2図・第3図および第4図）・

　A井の水位は1958年5月から1963年6月までの期間，

全体として変化が少なく，1962年3月一5月にやや著し

い低下を示す程度であった．ところが，1963年7月以降

になると，従来にくらべて著しく低下したり，あるいは

上昇するなど不規則な変化が認められた．とくに，1965

年5月から8月までの時期には著しく低下した（第2
図）．

　B井の水位は例年4月頃から次第に低下して，7月か

ら9月までの時期に最低となる．しかしながら9月下旬

頃になると水位は次第に上昇して12月から翌年3月まで

の時期に最高となる。すなわち，夏季に低下し冬季に上
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第1図　観測井の位置

第1表　観測井の位置と観測期間

伊

勢

湾

（第29巻第4号）

昇する変動パターンを繰返しながら経年的に低下する傾

向が認められた（第3図）．

　C井の水位はB井の水位よりも著しく低下している．

観測期間中の最低水位は1967年8月に一28．O　mであっ

た．

　同水位は，1958年から1970までの期間は夏季に低下，

冬季に上昇し，自然状態で考えられる季節的変動とは異

なったパターンを示したが，1971年10月から1974年4月

までの期間は上記と異なる水位変動を示し，冬季に向か

って急上昇し・夏季に向かって急低下するパターンは見

られなかった．一方，経年的な変化をみると，全体とし

て1965年一1966年，1970年一1972年にかけて，やや水位の

上昇が認められたが，1973年一1974年まで低下の傾向を

たどっていた．それが1975年になって，やや著しい上昇

傾向が認められ今日にいたっている（第4図）・

4。水位と降水羅との関係

灘1

A　井
B　井
c　井

観測井の位置1羨副翠測開賛摩唖終胃

塩浜場内2地区

塩浜場内2地区

楠　　地　　区

2．4

70

132

1958．5

1957．10

1957．10

1968．3

1960．2

注　井戸の所有は四日市市塩浜町1番地東海硫安工業K．K．

　四日市工場（現，三菱油化K．K．四日市事業所）

　ここでは，地下水位の観測結果と降水量との関係につ

いてのべる．

4．1A井の水位と降水量との関係

　A井の水位は，12月頃から翌年3月頃までと7．月から

9月までの時期に低下する傾向がある．これらのうち冬

季における水位低下は同時期における降水量が少ないた

め，地下水補給量が減少した結果と考えられる．しか

し，7月から9月における水位低下は降水量が多いにも

かかわらず起っている．さらに，1965年の4月から8月
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第3図　B井における水位変動

30一（246）



○

三重県・四日市市における地下水位の観測結果（尾崎

8　　　9　　　駐 81
の

8
一

次男）

　8
　の ○

1　　　　　　　　　　一

一
N

qD

O
2

鯉
O
一
〇
D
　
Φ
　
寸
　
N

㊤
Φ
2

鯉
○
一
q
D
　
Φ
　
寸
　
N

め
㊤
①
『

鯉
Ω
　
q
D
　
Φ
　
寸
　
N

寸
⑩
2

N
一
Ω
　
o
D
　
Φ
　
寸
　
N

　　　！　ノー！CL・
！

め
Φ
㊤

N
一
〇
一
q
D
　
⑩
　
寸
　
N

N
⑩
①
一

N
一
〇
一
〇
D
　
Φ
　
寸
　
N

『
⑩
①
一

N
一
〇
一
〇
D
　
Φ
　
寸
　
N

O
Φ
㊤

N
一
Ω
　
o
D
　
Φ
　
寸
　
N

①
の
①
『

一
〇
一
〇
D
　
⑩
　
寸
　
N

oD

ゆ
㊤

N
一
Ω
　
o
o
　
Φ
　
寸
　
N

卜 劔
O

ゆ○

→

ゆ

？

蚤

O
　l　　（

週　E

ゆ

1
QN
l

31一（2些7）

8　　　0　　　00　　　　8

皿童煮翻E一

醐

煮

誰

R
司

週

煮

e
諌

＜

区

け
蕪



地質調査所月報（第29巻第4号）

第2表年平均水位
一’『一’』～　　　　　年

項　目

1958 1959 1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966

年降水量（㎜）＊
前年降水量との差（㎜）

C井の年平均水位（m）
前年平均水位との差（m）

年水位低下量（m）＊＊
A井の年平均水位（m）
前年平均水位との差（m）

年水位低下量（m）牌＊

2，460　2，874

　　　十814
－12．50　－15．07

　　　－2．57
　　0－2．57
　　　－0．57

0

2，192　2，753

－　　682　－1－　　561

－18．27　－19．68

－　3．20　－　 1．41

－　5．77　－　7．18

－　0．61　－　0．62

－0．04－0．01
－　0．（ン重　一　　〇．05

2，237　2，206

－　516－　31
－21．40　－21．64

－　0．72　－　0．24

－　8．90　－　9．14

　　　－0．62

一〇．05

1，608　2，336

－　　598　一←　　728

－22．47　－20．93

－　0．83　十　　1．54

－　9．97　－　8．43

－　0．77　－　 1．01

－　0．15　－　0．24

－　0．20　－　0．44

　1，860

－　476

－2LO6
－0．13

－8．56

－0．78

十〇．23

－0．21

＊年降水量は1958年から1960年までは建設省雨量年表　野登観測所の記録

　　　1961年以降は　　　　　気象庁雨量年表　四日市観測所の記録

↓→o

水一15

　一20位

（m）

一25

一30

1957
lOl川2

1958

！23456789101川2
1959 ig60

12345F6789101川2，123456789101112
1961

123456789101112

＼　＼　　＼　　　、　　　　＼　　　　＼ ＼＼＼＼　＼
　＼＼＼

、、

10

‘15

一20

一25

30

a

第4図　C井における水位変動
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と年降水量
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第5図　B井およびC井の水位と日降水量との関係（1959年）
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までの時期にけん著な水位低下が生じている．したがっ

て，これらについては降水量のみでは説明できない（第

2図）・第2表に示した年平均水位と年降水量との関係に

よると，1965年の降水量は728mm増加したにもかかわ

らず，水位は前年比24cm低下した．また，1966年には

476mm少ないが，水位は前年比23cm上昇した．した

がって水位の上昇および低下は降水量の多寡による場合

とよらない場合がある．後者の揚合の要因としては，自

然現象のほかに観測井周辺における地下水汲上げによる

水位低下の影響が考えられる．

　4．2協井およびC井における水位と降水鑑との関係

　B井およびC井の水位と日降水量との関係を第5図に

34一（250）



三重県，四日市市における地下水位の観測結果（尾崎　次男）

示した．

　第5図によると，B井およびC井の水位は主として2

月・4月・8月・9月および11月の時期に浸透した降水

からの補給によって上昇する傾向がある．しかしなが

ら，5月以降7月下旬までの時期に浸透した降水の効果

は地下水位の上昇としてあらわれていない．むしろ，こ

れらの時期には多量の地下水補給があるにもかかわらず

水位は低下している（第5図）・さらに，C井における年

平均水位と年降水量の関係をみると（第2表），地下水

位，降水量が多い年に上昇する場合（たとえば1965年，

1970年）と降水量が少ない年に低下する場合（たとえば

1964年，1967年）が認められる．しかしながら，降水量

が多い年でも水位が低下した揚合（たとえば1959年一1963

年），降水量が少ない年でも水位が前年にくらべて上昇し

た揚合がある（たとえぱ1975年）．

　したがって，地下水位の上昇および低下は降水量の多

寡による場合とよらない揚合がある．とくに1959年から

1964年まで低下の一途をたどった水位の状態および1975

年以降に認められる地下水位のやや著しい上昇状態など

は，降水量の多寡のみに基づいて説明することは困難で

ある（第2表）・

　工業用水調査グループ（1957）は，当時，四日市市市

街地の臨海部に認められた被圧地下水の不規則な水位低

下は，深井戸群の地下水汲上げによる影響であるとの見

解を示した．尾崎（1975）は1974年以降各地に認められ

た地下水位の急速な上昇は地下水汲上げ量の減少に基づ

くものであると指摘した．

　これまでの検討結果と工業用水調査グループ（1957）

などの見解を勘案すると，C井に認められた前述のよう

な変動は，たとえば，尾崎・村下（1976）による長岡市

における地下水位変動の関係と同じように地下水汲上げ

量の多寡によるものと考えられる．

5。結　　言

　本報告では，各帯水層の層準が異なるA井・B井およ

びC井における地下水位の観測結果について述べた．な

お，これらの観測結果については，各帯水層の地下水汲

上げ量の推移を把握した上で，それとの関係で比較考察

されることが今後必要であろう．
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